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対外活動報告
文部省科学研究費・重点領域研究「人間環境系」
「先端産業関連化合物中の有害元素の制御・処理」
重点領域研究「人間環境系」・計画研究　高月班組織
??????????
正
??
??
????????京都大学環境保全センター・教授（代表）
京都大学医学部・教授
東京大学生産出術研究所・教授
横浜国立大学工学部・教授
名古屋大学工学部・教授
埼玉工業大学工学部・教授
岡山大学薬学部・教授
国立環境研究所・部長
労働安全科学研究所・部長
研　究　目　的
　電子産業をはじめ，先端技術分野においてはその生産工程で種々の有害元素を使用し，その適
正な管理，制御が要求される。また，既存の製品群においても，その使用過程で新たな環境汚染
問題を生ずる有害化学物質が使用されている。IC産業で使用されるヒ素化合物，船底塗料や塩
化ビニル安定化剤に使用される有機すず化合物などがその例である。そこで本研究は先端産業関
連の研究，開発，生産，および製品に使用される各種化学物質のうち，有害で，かつ環境汚染を
生起する可能性のある元素，とくにスズ，ヒ素，セレンなどの半金属元素を含む化合物を対象と
して，その制御，処理方法式の確立を目指すものである。有害元素の影響が直接的に人間に現わ
れ，また将来の低濃度環境影響が予見し得る生産工程の労働衛生学的評価をデータベースによる
有害元素抽出調査，廃棄形態の検討とともに行う。そして既存の制御，処理手法を検討し，元素
形態に応じた処理方法の検討を行い，また金属耐性を有する微生物を利用した生物学的制御，処
理法の開発を行うものである。
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「先端技術産業の金属化合物制御と資源化処理」
重点領域研究「人間環境系」・公募研究　伊雄鳥組織
伊　　永　　隆　　史 岡山大学工学部・助手（代　表）
研　究　目　的
　有機金属化合物をはじめとする有害金属化合物の使用頻度が先端技術産業で汎用化したことに
伴い，本研究では，大学等での15年以上にのぼる先端産業関連の研究実験廃棄物の処理経験に基
づき，研究代表者が熟知している先端産業関連の廃棄物処理に関する調査研究実績を基盤とした
有害金属化合物の動態解析と制御システムおよび資源化処理技術に関する環境科学研究が期待さ
れる。
　本年度は，ガリウムヒ素系半導体の製造工程におけるCVD／導膜形成プロセスからの廃ガス・
廃水のモデルとして岡山大学環境管理センターの有機廃液燃焼処理装置を用いた実験により，低
濃度有害金属含有廃棄物に対し気血系固定層および固義血流動層による吸着技術を応用する効率
的制御・処理方法について所期の目的を達成し，検討を終えた。
　次に，廃水・廃棄物等から希少金属資源の分離・回収を行う目的で検討を行い，先端新素材開
発に伴い廃棄物減量化，資源化技術が課題となっているクロムとバナジウムを取り上げた。クロ
ムメッキ廃水の酸化還元電位はpH依存性が高く，共存物質が電位に大きく影響し，しかもORP
計が汚染に弱いので反応終点の正確な指示値を得るには多くの困難を伴う。還元剤が不足すれば
有害なクロム（VI）が検出されるので，安全重視の関宮から還元剤及び凝集剤を大過剰に添加す
るのが通常で，クロム資源化のうえで障害となっていることに着目した。
　本研究では，現在のORP電極法よりも優れた終点検出機能をもつフロー法ケミカルプローブ
を開発し，還元剤注入量の精密制御を可能にした結果，クロム含有スラッジの減量化で多大な成
果があることを明らかにできた。また，処理水の水質についても従来法と同程度の成績が得られ
ることがプラント実験により確認された。これらの結果から，実際のクロムメッキ廃水からクロ
み（III）を再資源化するのに適用可能なことが本研究により明らかになった。
　バナジウムは超伝導物質，高機能触媒，特殊合金等の先端素材分野に不可欠の希少金属の代表
的なものであるが，重油燃焼ボイラーから排出されるダスト中にはバナジウム，ニッケル等が相
当量含有されている。そこで，本研究ではバナジウム含有ダスト廃棄物からのバナジウム分離回
収に流通式液膜抽出法の適用を試み，予備的に検討し成果を得た。
　6年計画の重点領域研究「人間環境系」が発足して最終年度となる今年度は，後期3年の3年
目となるが，上記のような公募研究について研究を行った。
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　本学の環境管理センターはもとより，各大学の環境関連センター専任教官組織は大変弱体で，
いわゆる理工系学部の研究室に比べ不十分な陣容となっている。そのため，研究組織を補完する
意味で学内外と積極的に共同研究を行う必要がある。
重点領域研究「人間環境系」・公募研究　東村班組織
??????????
来田村
??
?????
????????京都大学環境保全センター・教授（代表）
筑波大学応用生物化学系・教授
広島大学工学部・講師
東京工業大学理学部・助教授
岐阜大学工学部・助教授
東京大学環境安全センター・助手
岡山大学工学部・助手
金沢大学工学部・助手
京都大学環境保全センター・助手
研　究　目　的
　最近の急速な技術の進歩と生活様式の発達変化に伴う多量の廃棄物の発生とその質的変化の結
果，有害物質に対する地球の浄化作用，復元力が追いつかず，地球環境の汚染と破壊が生じ，地
球温暖化，地球砂漠化，オ’ゾン層破壊，熱帯林の破壊などの大規模な公害問題が発生している。
この問題の解決のためには，処理技術の開発だけでなく，環境保全教育も重要である。
　本研究は，大学等における廃棄物処理と環境保全教育との係わりの重要性を明確にするととも
に，この種の廃棄物処理では日本が世界の先駆的役割を果しているため，韓国，中国，台湾をは
じめとしたアジア地域の国際会議等を企画することにより，大学等での環境保全，廃棄物処理，
資源再利用などに関する実際的な日常活動を通しての地球環境保全教育の普及・啓蒙及び関連環
境科学研究領域の増進・発展に資することを目的としている。
　（1）大学等における廃棄物処理の実態調査と評価，（2）大学等における環境保全教育の実態調査と
評価，（3）廃棄物処理と環境保全教育との関連に関する調査研究，（4）廃棄物処理と環境教育に関す
る国際的活動の施策研究の4つの分担課題について，以下の方法で研究する。
　（1）実験廃棄物処理に重要な分別収集，原点処理のあり方だけでなく，廃棄物処理施設全般の
　　監督，指導や処理方法の開発，廃棄物の再資源化や減量化などについて，大学等の教育研究
　　機関における実態を調査し，その評価から環境保全教育との関連性を検討する。この課題は，
　　分担者の正藤，来田村が受け持つ。
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（2）環境保全教育を人間を含む生命集団の持続的生存環境の保証・創造・維持・発展について
　の科学として捉え，大学等の教育研究機関における教育の実態調査から，環境保全教育は今
　後いかにあるべきか検討する。その評価から実験廃棄物処理との関連性を検討する。この課
　題は，分担者の竹内，丁子が受け持つ。
（3）（1）及び（2）の検討結果から，廃棄物処理と環境保全教育との結びつきを検討するとともに，
　廃棄物処理施設等の活用による実験・学習活動に関する問題点を明らかにする。この課題は，
　分担者の中村，鈴木が受け持つ。
（4）廃棄物処理と環境保全教育に関して，日本はアジア地域では先駆的役割を果たしている。
　発展途上国での近年の環境問題の広がりを考慮すると，環境保全技術・教育分野で国際的に
　活動する必要がある。そのための1つの手段としてアジア地域における国際会議の開催を企
　画・検討する。この課題は，分担者の玉浦，伊永が受け持つ。
「酸素欠乏フェライトを利用した二酸化炭素の低温還元技術の工学的研究」
重点領域研究「エネルギー」・公募研究　伊二二組織
伊　　永　　隆　　史
加瀬野　　　　　悟
岡山大学工学部・助手（代　表）
岡山大学工学部・助手
研　究　目　的
　近年，火力発電所や大規模工場等の固定発生源や自動車等の移動発生源での化石燃料の消費に
伴い排出される二酸化炭素は，大気中へ放出・拡散されるとエネルギー的・コスト的に処理困難
となる。そのため，燃焼排ガス中の高濃度CO　2を発生源において濃縮，または直接分解，水素化
変換，固定化できる技術の開発が望まれる。地球の温室効果をもたらす二酸化炭素の排出量削減
策として，吸収や吸着による回収法や生物的，物理的，化学的な固定化法などの検討が幅広く行
われているが，CO、対策は大量：処理が可能で，迅速かつ低コストな産業技術であることが必須と
されている。しかし，これらの反応がエネルギー・地球環境問題解消のために，一つの産業プロ
セスとして確立されるまでには，特に工学的見地から解決されねばならない技術的課題がまだ山
積している。
　本研究では，1989年に玉浦らにより環境科学会年会おいて発表された回分式実験装置によるH、
処理マグネタイトを用いたCO　2からCへの完全還元法に着目した。1990年に予備的研究を始め，
まずガスクロマトグラフ装置を流通式実験装置に見立てて実験的に検討した初歩的成果に基づき，
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ストロンチウムフェライトを充填した気固系流通反応装置を用いる工学的検討に焦点を絞って基
礎研究を行い，経済性評価への第一段階としてCO，還元技術を低温で効率的に達成するための工
学的研究で得られた幾つかの知見について報告する。
　内径25mm，高さ520mmの鉄製パイプからなる塔式固定層反応装置を実験装置として用い，スト
ロンチウムフェライトを250～350μmに分級したものを1009充填した。装置内でフェライトを
加熱還元処理して得た酸素欠乏フェライトの還元機能を利用し，CO、還元反応について工学的解
析を行った。反応生成物の分析には，特殊処理活性炭カラムを装着したTCDガスクロマトグラ
フィーにより行った。
　ストロンチウムフェライトを用いたCO、還元反応を，マグネタイトを用いた既往の研究結果と
比較したところ，本研究のストロンチウムフェライトの方が反応速度論的に有利なことが明らか
になった。しかし，フェライトのもつ強力な還元機能は触媒的な反応機構によるものではなくて，
メディエ八二ー的な還元反応機構によるものであることが分かったので，エネルギー的見地から
みて電子移動反応に相当のブレークスルーが生まれなければ経済的推進は困難を伴うことが判明
したQ
　酸素欠乏ストロンチウムフェライトに対し，H2共存下でCO　2を作用させた場合にはフェライ
トの表面に炭素が析出していることが明らかとなり，CO　2がCにまで還元されていることが確認
された。この炭素析出状態の酸素欠乏フェライトに対して，H，とCO、を流量比5：1で供給し
たところ，350℃付近でメタンの発生が認められたことは興味深い。
　一方，酸素欠乏ストロンチウムフェライトは400℃付近で水蒸気と接触させた場合，ほぼ定量
的にH、を生成することも明らかになった。この水還元分解反応は炭素析出状態で行うと，ブレー
クスルー現象が認められたので，将来のH2製造技術として発展性を秘めている。
　本研究により，酸素欠乏ストロンチウムフェライトによる一連の還元反応特性がある程度明ら
かになったので，H2製品も含めた炭素資源循環を目的とするエコテクノロジー確立に向けて研
究を継続の予定である。
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大学等廃棄物処理施設協議会
　1992年度は，伊永助手（1993年5月工学部助教授に昇任）が理事として，協議会の企画・運営
に参画した。この年度の技術分科会や研修会での話題提供や技術報告をもとに，同協議会の会報
第10号が発刊されたので，その目次を掲載する。
　特記すべき事項として，7月の技術分科会に併設する形で，「第1回大学等廃棄物処理アジア
地域国際シンポジウム（First　Asian　Symposium　on　Academic　Activity　for　Waste　Treatment）」
が東京・国立教育会館で開催された。文部省文教施設部担当係長臨席のもとに，産官学から141
名の参加者があり，3日間にわたるミニ国際フォーラムが盛会のうちに終了した。第2回目は
1994年8月中国・杭州大学において開催される運びとなっている。
大学等廃棄物処理施設協議会会報　第十号目次
ごあいさつ　　　　　　　　大学等廃棄物処理施設協議会会長　　中村　以正…
　　　　　　　　　　　　　　　　　文部省文教施設部指導課　　穴沢　一夫…
特別寄稿
　　　　　　学校における環境教育の取り組み
　　　　　　　　　　　　　（文部省初等中等教育局中学校課）　江田　　稔…
　　　　　　世界のリサイクル事情　　（同志社大学経済学部）　豆蔦　　孝…
展望報告
　　　　　　地球サミット報告　　　　　　　　　　（東京大）　中西　準子…
緊急報告
　　　　　　「大学における廃棄物処理の手引」の改訂について
　　　　　　　　　　　　　　　　（文部省文教施設部指導課）　穴沢　一夫…
技術賞受賞寄稿
　　　　　　信州大学環境安全センターの現状と課題（信州大）　井勝　久喜…
作業部会報告
　　　　　　大学における環境教育資料の作成について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境教育部会　中村　以正…
　　　　　　FIRST　ASIAN　SYMPOSIUM　ON　ACADEMIC　ACTIVITY　FOR
　　　　　　WASTE　TREATMENT　（AAWT）
　　　　　　第1回大学等廃棄物処理アジア地域シンポジウムの開催結果報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際交流部会　伊永　隆史…
?
??
18
19
25
31
35
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　　　　　　複雑組成廃棄物の分析技術開発について
　　　　　　　　　　　　　　　　分析計測部会　伊永　隆史，山田　　悦
　　　　　　大学等廃棄物処理施設の作業環境と安全衛生
　　　　　　処理施設の作業環境中の技術者等の頭髪中の水銀濃度にvl’いて
　　　　　　　　　　　　　　　　安全衛生部会　村山　忍三，正藤　英司
　　　　　　大学等の廃棄物処理施設における処理プロセスのトレンド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理プロセス部会　丁子　哲治
パネルディスカッション「大学の廃棄物処理の課題と今後の対応」
　　　　　　大学の廃棄物処理の課題と今後の対応一東京工業大学一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京工業大）　玉浦　　裕
　　　　　　大学の廃棄物処理の課題と今後の対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千葉大）　立本　英機
　　　　　　大学の廃棄物処理の課題と今後の対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広島大）　正藤　英司
　　　　　　北海道大学の廃棄物処理施設の現状と今後
　　　　　　　　　　　　　　　　　（北海道大）　村山　　正，渡辺　寛人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江見清次郎………・
　　　　　　医科系大学における廃棄物処理の課題と今後の対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　（浜松医大）　松島　　肇，宮澤　雄一
　　　　　　大学の廃棄物処理の課題と今後の対応一岡山大学の場合一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山大）　篠田　純男
第1回大学等廃棄物処理アジア地域国際シンポジウム講演要旨……・一・
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　　大学等廃棄物処理施設協議会設立十周年記念
第■回大学等廃棄物処理アジア地域国際シンポジウ
FIRST　ASIAH　SYMPOSIUH　ON　ACADEHIC　ACTIVITY　FOR　WASTE　TREA「脳ENT　（AA岡）
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???催：大学等廃棄物処理施設協議会
援：文部省，環境科学会，日本化学会，廃棄物学会
賛：日産科学振興財団
会期：1992年7月31日（金）～8月2日（日）
会　場：文部省・国立教育会館（東京都千代田区霞が関3丁目2－3）
囲組織委員会：
原ロ　薫蒸（名古屋大学）
中村　以正（筑波大学）
中西．準子（東京大学）
鶴田俊（東京大学）
鈴木　良實（東京大学）
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